





















『復興亜細亜の諸問題J が出版されたのは大正 11 年 (1922) である。大川は、
この警について「そは予の自余の著述と同じく、極めて少数の熱烈なる間宏、を得
ただけで、殆ど散の顔るところとならなかったJ 2) と、やや白期的に当時の様子
を述懐している。後、『日本 2600 年史~ (1940 年)などで売れっ子となる著述家
大川の不遇の時代であった。とまれ、およそ同年後、この本は再出版されるこ





ら 20 年後(昭和 16 年)に発表された『斑喜朗班建設者』である。なぜなら、大}II
が後者は!日著、つまり『復興斑縮強の諸問題J の続編たるべきものだと言ってい
2 大)11周明と波斯(ベノレγア) (嶋本)
るからであるヘ大正 11 年から、昭和 16 年までに、大川 l の生活環境は大きく変














(1) 1913 年'" 1941 年の大JlIJ週明……その活動、著作…・・・イギリス嫌い 6)









ばならない。 J 7) と述べてから、大川の道徳哲学に触れている。私見では、彼の国家、
軍部との関わりが抜き差しならぬほど深まってゆく過程を追跡すると同時に、
年時代の慎悩、その結果として青春の情熱を燃やした宗教的求道精神や思索の跡
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をある程度ふまえておかないと、大JII理解は不十分なままであると考える。
1913 年とは、古うまでもなく、大川がへンリー・コットンの著作 (Sr. Henry 
Cotton, New lndia or lndiα in Transition， しondon， Revised ed., 1907) を読んでJ転身」
したとされる年である。確かに本書は、現実世界との関わりを持たず悠然と仏教
哲学を学んでいた大JII にとってショッキングな内容を持っていたへただ、この












の諸部題~ (1 922) 、 F亜縮亜・欧縫E ・ 8 本~ (1925) 、『特許植民会社制度の研究J
(1926一法学博士号学位論文)などが書き上げられた。さらに、猶存社の結成





る書物が多数あった。『宗教原理講話~ (大正 9 年)、翻訳ポール・リシヤール r第
11 時H大正 10 年)、 f 日本及日本人の道~ (昭和 1 年)、『日本精神研究~ (昭和 2 年)、
『日本的言行~ (昭和 5 年)などである。さらに、既に前論考で明らかにしたよう
に、大川のイスラームに対する関心は全く失われていないのであって、むしろ拡
大した印象がある。彼は 1910 年(明治 43 年)頃から既にこの宗教に深い関心を
4 大JII )i号 IJfj と波j析(ベノレシア) (総本)
示していた。就職後の時期におけるイスラーム(諸国)に対する彼の関心を具体
的に示すのが、本稿で取り扱う 2 書である。




と見なした 10)。ただし、蘇峰は、昭和 4 年 8 月では、「吾人は移民問題のみを以て、
米国を何時迄も、何処迄も、敵に閉すの(ママ)、決して理解ある作用でないと







るイギリス人の不当で非人道的な態度に端を発する大)1 1 の憤りは、 26 才の頃に
起源を持つことになっているが、それから 26 年後、大JII は NHK ラジオ放送で、
有名な「米関東亜侵略史J (昭和 16 年 12 月 14 日~ 19 EI) r英国東亜侵略史J













































となった)に関する記述については、 M. Shuster. LOI・d Curzon の著作など同時代



























































































































本稿の冒頭で引用した箇所は、 F復興亜細lIIiの諸問題』における、 1921 年、レ
ザー・ハーン(後のレザー・シャ一、 1979 年に崩嬢したパハラヴィー王朝の関根、
在位 1925-4 1) 率いるコサック旅田によるクーデターの叙述である 25)。また、前







第 2 条 英国政府は、ペルシア政府の負担で、両由政府間での協議後、ペル
シア行政省庁にとって必要と見なされるいかなる専門的な顧問を提
供する。
第 3 条 英国政府は、ペルシア政府の負担で、両国合同軍事委員会によって
日本語・日本文化第 36 号 (2010) 1 
必要であると判断された将校、近代的意需品、及び装備を提供する。
第 4 条 第 2 条及び第 3 条で規定された改革を実現するために、英国政府は
ペルシア政府に対して棺当額の借款を提供、または準備する。そし
てその保証として、関税収入などその他の保証を求める。








































































































なく、古いトルコの面影は払拭し去られて、・・….J 30) さらに、 トルコ建国の父、
ケマノレ・アタチュルクについて、「一一一彼はまた、イブン・サウードと奥なり、
決して厳格なる道徳的生活を営まなかった。彼の起居は一般に不規則であり、大
日本総・日本文化 fiJ 36 ii予 (20l0) l5 
いに飲み、大いに踊り、時としてはポーカーに耽って夜を更かした。彼の結婚並








































































































日本務・日本文化第 36 号 (2010) 19 
11 章を「復興主主細亜の前衛たるべき田教聯盟j と題しているが、基本的姿勢は、
上記の記述と同様である。つまり、あくまで政治的側面から述べられている。














































中村の証言からも知れるように、 1940 年前後から大)11 の関心はイスラー
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Okawa Shumei and Persia 
-The Way to Islamic Studies (2)-
Takamitsu SHIMAMOTO 
25 
In Hukkou Ajia no Shomonndai (1~Jj!li[!JUIB:i!EG')~r~9Jm-Some Issues concern-
ing Res urging Asia), which was published in 1926, Okawa described some critical 
issues surrounding newly emerging countries (area) in Asia, among which are 
included such countries (area) as Tibet, Thailand, India, Afghanistan, Persia, 
Turkey, Egypt and Mesopotamia. 20 years after its publication, Ajia Kensetsusha 
(:ilHlll!IE@;\W::i!r-The Founders of Asia) came out. This book deals with five he-
roes who played a significant role in creating new Asia, namely Ibn Sa'ud, Reza 
Shah, Kemal Ataturk, Gandi, and Jawaharlal Nehru. In both books, Okawa 
described Persia (present Iran) comparatively in detail. As a student of Iranian 
studies, in particular as a student ofislamic studies, I would like to dwell on how 
his views of religion, which were discussed in my previous paper, reflect in his 
interpretation of Islam. Okawa, who is looked upon as one of the initiators of 
Islamic studies in Japan, treats Islam as a dynamic and potential factor to set a foun-
dation of new nations in Asia. In this paper, restricting its scope only to the case of 
Persia, I would try to supplement what I could not achieve in my previous paper, 
i.e. concrete examination of the case of any specific Muslim nation (here Persia). 
As a result of this analysis, it could be said that his treatment of Islam is basi-
cally political rather than religious or ethical, which seems to be in one sense or 
another incongruous with his ideas presented in his numerous works on religion 
and ethics. Along with this, some general issues concerning religious studies are 
to be pointed out. 
